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2025/4/21(月)
ルカ 24:13-35 

●二人の弟子が登場する。彼らが復活
したイエス様にお会いしてもイエス様だ
と気付けなかったのはなぜだと書いて
ある？ 

●二人の弟子は、イエス様をどのよう
な方と認識していただろう。19節を読
んでみよう。彼らは救い主だと信じて
いただろうか？ 

●27節を読もう。イエス様が彼らに説
き明かされたことは？聖書にはつまり
何が書いてある？ 

●彼らの目が開かれた時、どんな変化
が起こった？イエス様をもっと知るこ
とができるように祈ろう！

2025/4/22(火)
ルカ 24:36-53 

●復活されたイエス様に会った弟子た
ちはどんな反応をしたかな？ 

●イエス様が弟子たちに教えたことは
何だろう。44-47節を読もう。旧約聖
書に書かれていることはどんなことだ
とイエス様は教えているかな？ 

●イエス様は弟子たちに「証人となり
ます」と語られました。そして49節
で聖霊が送られることを約束してい 
るね。私たちがイエス様を証していく
ために、聖霊を求めて祈ろう。そして
今もイエス様が私たちを祝福して送り
出してくださっていることを受け取っ
て、遣わされた場所へ出ていこう！

2025/4/23(水)
レビ 2０章 

●「モレク」とは異教の神の名前だ
よ。モレクを拝んでいた人々は自分の
子どもをいけにえにささげることまで
していたんだ。カナンの地には他にも
偶像礼拝の文化や習慣がたくさんあっ
た。偶像礼拝から自分を守るために、
どんなことを気をつけるべきだろう？ 

●9節からは、両親との関係や性的な
ことに関して罪を犯さないようにと命
じられているね。神様が禁じているこ
とは、他の国では普通に行われている
ものもあった。私たちの周りではどう
だろう？周りに流されないようにする
にはどうしたら良いと思う？26節を
読んで、自分が神様のものであること
について考えてみよう！

2025/4/24(木)
レビ 2１章 

●祭司たちは髪の毛などはどうしなき
ゃいけなかったかな？5節 

●身に欠陥のあるものはどうしなきゃ
いけなかったかな？18節 

●この箇所は、祭司や大祭司の身体的
条件、聖さなどが語られている箇所だ
ね。祭司は神にささげ物を献げたり、
神の前に出て民をとりなしをするため
聖くなきゃいけなかったんだ。祭司た
ちは死を悲しんじゃいけないし、大祭
司は両親の死も悲しんじゃいけないん
だ。今はイエス様が来てくれて厳しくな
いけど、礼拝や教会は働きをささげる
人たちでなりたっているよ。今日は働
きささげる人や自分が良い働きをでき
るように祈ろう！

2025/4/25(金)
レビ 22:1-16 

●アロンの子らに対してのみことばだ
ね。アロンの子らはどんな役割を果た
していたかな？21:1 
●3vを読もう。祭司職であった彼らに
は、神様はどんな命令を出されたか
な？汚れから遠ざかるって何に注意す
ることだと思う？ 
●1ペテロ2:9には "あなたがたは選ば
れた種族、王である祭司、聖なる国
民、神のものとされた民です。それ
は、あなたがたを闇の中から、ご自分
の驚くべき光の中に召してくださった方
の栄誉を、あなたがたが告げ知らせる
ためです。"ってあるよ。イエス様だけ
がきよめて下さる方だと知りつつ、き
み自身がきよさを求めて行くことって
大事。きみはどんな面で必要を感じて
いるかな？ 

2025/4/26(土)
レビ 22:17-33 

　神様へのささげものについて、どの
ようなものが必要かが記されている
ね。大事なのは神様に捧げるものは1
番いいものでなくてはならない、とい
うことだった。それは、まず神様が私
たちに1番いいものを与えてくださっ
ているからなんだ。ヨハネ3:16にも
あるように、神様はひとり子であるイ
エス様を与えてくださったほどに私た
ちを愛してくださっている。 
　今はそのイエス様の十字架によって
私たちはいけにえをささげることはな
いけど、その大きな愛に応えていこ
う！ 
　具体的に礼拝や献金などどう自分は
神様に捧げることができるかな？考え
てみよう！

2025/4/27(日)
レビ 23:1-22 

レビ記が書かれた時も、今も変わら
ず、私たちが守るべきこととして書か
れていることに、「安息日」がありま
す。 
神と共に休み、神を礼拝することを喜
ぶ日です。 
現代を生きる私たちは、毎日を忙しく
過ごす中で、休みの日を過ごすことは
あっても、安息を守ることを忘れてい
ないでしょうか。 
あなたにとって、安息日を守るという
ことはどのようなことでしょうか。 
日曜日の今日、神様の前に静まって祈
ろう。 
そして、実際に立ち止まり、何かをす
るのをやめてみよう。

あなたがた自身も生ける石として霊の家に築き上げ
られ、神に喜ばれる霊のいけにえをイエス・キリス
トを通して献げる、聖なる祭司となります。 
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